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研究課題名 推論機能を有する木簡など出土文字資料の文字自動認識システムの開発

研究の概要等 平城宮跡で初めて木簡が出土して 年が経過し、今や木簡は、歴史研究に欠かせ42

ない資料となった。木簡研究の基礎となる最も重要な作業は、文字の釈読である。

本研究では、当研究所の長年にわたる木簡研究の蓄積を生かしながら、近年めざま

しい進展を遂げている古文書における手書き文字ＯＣＲ技術による文字自動認識シ

ステムを応用して、木簡などの出土文字資料の文字の釈読を自動的に行う方法の開

発を目指す。これによって、木簡の釈読技術の汎用化と効率化を図り、さらに当研

究所のもつ厖大な文字資料を画像とともに検索に耐え得るデータとして蓄積し、広

く公開していきたい。

開発を目指すシステムは、以下の通りである。

①木簡の文字情報を簡易にデジタル化するシステム。

②木簡の「文字」の事典。

③木簡の釈読作業を支援するデータベース群。

④木簡釈読用のＯＣＲ
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（ ）研究期間 平成１５年度～ １９年度 ５年間
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